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本
年
１
月
29
日
（
月
）、
戸
田
市
文
化
会
館
に
お
い

て
当
法
人
会
の
創
立
40
周
年
を
祝
う
記
念
式
及
び
記

念
講
演
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
会
は
、
昭
和
57
年
５
月
に
西
川
口
、
蕨
、
戸
田
の

３
つ
の
法
人
会
が
統
合
し
、
関
東
信
越
国
税
局
の
許
可

を
受
け
て
社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
30
年
後
の
平

成
２５
年
に
は
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
埼
玉
県
の
認

定
を
受
け
て
公
益
社
団
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た
。
設
立

以
来
会
員
企
業
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
振
興
や

税
の
普
及
・
啓
発
活
動
に
邁
進
し
、
地
域
に
根
差
し
た

経
営
者
団
体
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
日
は
、第
一部
で
多
数
の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て「
創

立
40
周
年
記
念
式
」
を
挙
行
し
、
第
二
部
で
は
社
会
貢

献
活
動
と
し
て
「
創
立
40
周
年
記
念
事
業　

林
家
た
い

平
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
で
は
川
島
会
長
に
よ
る
式
辞
と
功
労
者
表
彰

に
続
き
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
関
東
信
越
国
税
局
課
税

第
二
部
法
人
課
税
課
長　

國
見
雅
英
様
、
蕨
市
長　

賴
高
英
雄
様
、
戸
田
市
長　

菅
原
文
仁
様
、
埼
玉
県

法
人
会
連
合
会
会
長　

池
田
一
義
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
以
来
40
年
間
の
歩
み
を

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
ま
と
め
、
ご
臨
席
の
方
々
に
ご
披
露

し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
は
、
同
会
館
大
ホ
ー
ル
で
９
０
０
名
を

超
え
る
ご
来
場
者
の
も
と
で
開
催
さ
れ
、
講
演
会
開
始

前
に
４０
年
間
の
歩
み
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
法
人
会
を
紹

介
す
る
動
画
を
上
映
し
、
当
会
の
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
い
た
後
、
笑
点
で
お
馴
染
み
の
落
語
家
林
家

た
い
平
さ
ん
に
よ
り
「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が
集
ま
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
笑
い
を
誘
いつつ
も
自
ら
の
体
験
に
基

づ
い
た
感
動
的
な
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
観
客
の
皆
さ
ん

は
真
剣
に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
年
始
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

への
義
援
金
募
金
を
実
施
し
、
合
計
2
1
4,
6
5
5
円

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
へ

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
西
川
口
法
人
会 

「
創
立
40
周
年
記
念
式
」及
び

「
記
念
講
演
会
」開
催

※

功
労
者
表
彰
対
象
者
、
現
役
員
の
方
々
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

創
立
40
周
年
記
念
　
受
賞
者
名
（
敬
称
略
）

〇
会
長
経
験
者

　

今
井　

良
助 

㈲
今
井
商
事

〇
副
会
長
経
験
者

　

市
ヶ
谷　

孝 

㈱
不
動
産
照
力

　

溝
上　

西
二 

㈱
ニ
ッ
ケ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　

淡
田　

忠
雄 

六
甲
印
刷
㈱

　

八
木
橋　

宣
夫 

㈱
八
木
橋

〇
現
職
役
員
（
役
員
在
職
）

　
20
年
以
上

　

細
田　

忠
良 

㈱
細
田
建
設

　

塚
本　

敏
一 

㈱
誠
興
社

　

本
庄　

一
充 

丸
栄
鋳
造
㈱

　
15
年
以
上

　

川
島　

善
德 

㈲
中
見
勢
酒
店

　

池
田　

一
男 

㈱
埼
玉
鈑
金

國見課長様による祝辞

川島会長による式辞

記念講演会会場の様子講師：林家たい平師匠
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平成27年 女性部会
「税に関する絵はがきコンクール」
スタート

平成４年５月２６日
社団法人西川口法人会
創立１０周年記念式典

平成７年２月１０日
婦人部会創立総会

平成28年
青年部会租税教室スタート

平成１４年９月２６日
創立２０周年記念式典

青年部会創立30周年記念講演会
講師：増田明美氏
（スポーツジャーナリスト）

平成21年 青年部会租税教育事業
租税教育用紙芝居
『カッパのいたずら』読み聞かせスタート

平成25年5月23日
創立30周年記念式並びに
公益社団法人第1回定時総会

平成25年5月
創立30周年記念事業
「コロムビア演歌ステージ」

昭和５７年～
「税を考える週間」広報活動

昭和６１年３月２０日
青年部会創立発会式

昭和６３年１０月
「社長さんのための税金セミナー」
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公益事業

女性部会健康セミナー（10月30日）
「背骨の病気　腰痛・しびれの整え方」
講師：済生会川口総合病院　整形外科部長　榊　経平氏　会場：蕨市立文化ホール　くるる

青年部会租税教育（11月3日）
蕨宿場祭り

年末調整研修会（11月7日）
講師：西川口税務署担当官　会場：戸田市文化会館

年末調整研修会（11月13日）
講師：西川口税務署担当官　会場：フレンディア

資金繰りとキャッシュフロー入門講座（11月9日）
講師：山口誠一郎　税理士　会場：川口リリア

社会保険セミナー（11月17日）
「問題社員への対応」
講師：分部　信明　社会保険労務士　会場：川口リリア

決算法人説明会（12月5日）
講師：西川口税務署担当官　会場：フレンディア

老齢年金制度説明会（12月7日）
講師：浦和年金事務所　会場：川口リリア

消費税・インボイス制度対策セミナー（12月11日）
講師：三星剛　税理士　会場：川口リリア

新設法人説明会（1月18日）
講師：西川口税務署担当官　会場：川口リリア
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広報委員会（11月6日）
会場：川口リリア

税制委員会（11月8日）
リモート開催（zoom)

全国青年の集い（11月10日）
山形県

青年部会親睦交流会（12月8日） 研修委員会（12月13日）
会場：戸田市商工会館

創立40周年記念事業実行委員会（1月16日）
戸田市文化会館

女性部会員の集い（1月24日）
「ぬり絵セラピー」講師：本城陽子氏　会場：蕨商工会議所

共益事業
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女性部会役員会（11月1日）
会場：蕨商工会館
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会社設立
　昭和36年5月30日

小山　幸輝さん
有限会社小山水道工業所

会社設立
　昭和47年６月

代表取締役

島田　幸昌さん

有限会社島田工業所

こんにちは！（会員紹介）

住　　所
埼玉県戸田市新曽南1-9-16
電話番号048-441-3194　Fax番号048-445-4006

出身地・趣味・特技等
戸田出身。趣味は野球、特技は酒。

会社理念・モットー・経歴
「地域密着」
地元の方々に頼りになる会社を目指しています。
温暖化の影響で年々気温が上昇し、特に夏場は炎天下での掘削工事に苦労
していますが、工事完工後にお客様に喜んでいただけると、この仕事に遣り
甲斐を感じます。 
大学卒業後､平成 28年に入社しましたが 1年で独立し、個人で水道工事業
を起業。約 5 年後の令和 3 年に家業を継承するために会社へ復帰しました。

事業内容
上下水道工事工事業

会社設立経緯
昭和30年前後に曾祖父が井戸の掘削事業を開始
昭和36年､有限会社へ改組し、時代の変遷とともに水道工事業へ移行

住　　所
本社・工場 〒335-0033　戸田市笹目北町2-27
川口工場 〒334-0074　川口市江戸1-16-43
電話番号048-421-7940　Fax番号048-421-7941　https://shimada-ep.co.jp/company
会社設立経緯・沿革
昭和44年10月 先代社長島田充夫が鍍金剥離を主体に生産をはじめる
昭和47年　6月 資本金50万円にて㈲島田工業所を設立
昭和52年 現在地を取得し本社と工場を移転
平成 2 年10月 現代表取締役島田幸昌が就任し電解研磨の生産開始
 資本金300万円へ増資
平成18年 環境に配慮し排気洗浄装置（スクラバー）の増設及び排水浄化装置を改装
平成24年 川口工場開設
事業内容
メッキ加工
ステンレス素材表面の電解研磨処理・その他の金属の電解研磨処理仕上げ
真鍮のキリンス処理仕上げ・ステンレス304の化学研磨処理・チタン・亜鉛ダイキャスト等の研磨
亜鉛ダイカスト上の鍍金剥離・真鍮上のメッキ剥離・各種金属上のメッキ剥離
会社理念・目標・モットー
　技術と品質を大切にしながら、常に大きな耳とクリアーな目、さらには柔軟な頭で研
ぎ澄まされた感性を持ち続けます。
　産業社会の求める新たな技術革新を通じて、素材表面の付加価値を創造し、人が真似
出来ないこと・人がやらないことにチャレンジします。
　めっき剥離再生部門・電解研磨部門・化学研磨部門など素材を生かす、素材の付加
価値を高める、素材を再生する事を追求し続けることで、技術と信頼の蓄積に努力します。
　さらに各素材を知り尽くした上で装飾めっき部門・バフ研磨部門を新たに加え適材
適所で最適な表面処理を目指します。
出身地・趣味・特技等
出身地・・・東京都板橋区 趣味・・・楽しく呑むこと

青年部会

戸田支部
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◆成長のカギは幸福度、満足度、モチベーション
いきなり皆さんが分かり切っているようなタイトルになりましたが、最近の相談事例から、
企業が、特にトップが、従業員の精神的な健康維持についての意識が薄くなっていることが分
かりました。社員が気持ちよく働ける職場こそ収益アップのカギという考え方を、今一度見つ
めてほしいと思います。健康経営とは、単に病人を出さないように心掛ける、禁煙取り組みを
する、メタボ対策を進めるだけではなく、働く人のウェルビーイング（Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ）
をめざすことです。英語のｗｅｌｌ（良い）、ｂｅｉｎｇ（状態）からなる言葉で、社会と健全な
つながりを持ち心身共に良好なこと。つまり、職場や仕事に対する満足度・幸福度・モチベーショ
ンが高い状態です。ハッピーという言葉に似ていますが、ハッピーが「うれしい」「楽しい」といっ
た、その時々の感情を表すのに対して、ウェルビーイングは心身共に良好な状態が長く保たれ
ている点に、大きな違いがあります。

◆入社数か月で辞める社員が増えた、なぜ？ 悩む管理職
社員には長く働いてもらうことが会社にとっては大事ですが、すぐ辞める社員が目立ってき
たことを相談現場では耳にします。理由はふたつにまとめられます。ひとつは「仕事が楽すぎ
てやる気が出ない」。もうひとつは「過重な負担に疲弊した」という事例です。
前者は、会社は若手社員にゆっくりスキルアップできるようなプログラムで業務を与えたの
ですが、頑張ろうと思っていたのに「これでいいのか」と会社の将来を不安に思って辞めてい
くケースです。若手のモチベーションについて会社が理解していないことが原因でしょう。
後者の業務負担増で辞めるケースでは、トップが増収増益を叫んで、現場がこなせないよう
な量の仕事を与え続けたことの弊害と言えるでしょう。長く働いてきた管理職の悩みには共感
できますが、働き方改革という言葉を出すまでもなく、時代の変化にふさわしいアイデアを考
えてほしいと思います。

◆経営トップの姿勢、アイデアが求められています
時代の変化を読み取る会社独自の社員対応、それがウェルビーイングです。ここでは「社員
満足度日本一の会社」として中小企業庁長官賞などを受賞した、ある製造業の取り組みを紹介
します。雰囲気を変えたのはわずか３つ。「あいさつ」「掃除」「コミュニケーション」です。
出社してもあいさつが少なかった現場に対して、社長自ら元気よくあいさつしました。業者に
委託していた掃除も自分たちでやるように変えました。社長が積極的に従業員や顧客にも話し
かけ、ふだんのコミュニケーションも活発にしました。社員アンケートの結果「月曜に会社に
行きたくてたまらない」という声が圧倒的に多かったそうです。社員の帰属意識が高まり、生
産性も上がり、離職率や欠勤率が下がりました。満足度・幸福度・モチベーションが高まった、
まさにウェルビーイングな職場になったのです。トップの発案を社員みんなが受け入れた結果
でもあります。なんだ、そんなことでいいの？と思う方もいるでしょうが、職場それぞれで対
策は異なります。この成功事例を大いに参考にしてほしいと思います。　　　　　　

従業員は満足して働いていますか

【筆者紹介】柏木勇一
大学卒業後、新聞社勤務を経て、現在ＥＡＰ企業でカウンセラーとして活動。産業カウンセラー、
家族相談士、交流分析士。

産業カウンセラー　柏木勇一
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785 号の答え
①のれんのワラビ柄（左上）
②扇子の紋（中上）
③窓（右上）
④爺の目（左中）
⑤高欄（右中）
⑥爺の扇子（左下）
⑦足の結び（中下）

［作者紹介］
神谷一郎（かみや・いちろう）
イラストレーター、デジタルイ
メージ会員、日本出版美術家連盟
会員など。専修大法学部卒後、漫
画プロダクションを経て漫画家
に。現在はフリーランスのイラス
トレーターとして、雑誌・広告・
ＷＥＢ等で活躍中。第３５回集英
社ＹＪ新人賞、第５１回講談社漫
画賞などを受賞。第４回デジタル
アートコンテスト佳作。著作に
「マニアックサイバー」（グラ
フィック社刊）。

＊右の絵と左の絵には相違点が７か所あります。
見つかりますかな？（答えは次号に掲載します）
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■
退
職
金
制
度
の
意
義

■
退
職
金
額
の
相
場

■
退
職
金
に
頼
り
す
ぎ
な
い
計
画
を

■
倒
産
や
、
M
＆
A
に
よ
り
買
収
さ
れ
た
ら
？

退
職
後
の
お
金
①

退
職
金
に
頼
れ
な
い

時
代

なかの社会保険労務士事務所
特定社会保険労務士
中野　由美子さん

　

日
本
の
「
退
職
金
制
度
」
は
、
経
済
が
活
性
化
す
る
中

で
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
そ
の
ま
ま
熟
練
者
と
し
て
定

年
ま
で
在
籍
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
と
い
う
役

割
が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
職
金
は
在
職
期
間
が
長
い
ほ
ど
金
額
が
多
く
な
り
、

マ
イ
ホ
ー
ム
ロ
ー
ン
を
一
括
返
済
し
た
り
、
ま
と
ま
っ
た

資
金
と
し
て
老
後
の
生
活
の
安
心
を
担
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

で
は
、
現
在
の
雇
用
環
境
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

政
府
も
雇
用
の
流
動
化
を
推
進
し
て
お
り
、「
1
つ
の
会

社
に
長
く
在
籍
し
続
け
る
」
モ
デ
ル
か
ら
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
従
来
の
退
職
金
制
度
の
意
義

が
薄
ま
り
、
退
職
金
制
度
が
な
い
企
業
や
、
個
人
が
運
用

す
る
こ
と
に
よ
り
最
終
的
な
金
額
が
変
わ
っ
て
く
る
企
業

型
確
定
拠
出
年
金
（
そ
の
③
で
解
説
）
を
導
入
し
て
い
る

企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

退
職
金
に
つ
い
て
は
法
律
の
定
め
が
あ
り
ま
せ
ん
。
退

職
金
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
く
、
ま
た
、
金
額
も
い
く

ら
で
も
良
い
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
企
業
に
よ
っ
て
そ

の
額
は
大
き
く
違
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
事
業
出
版
社
の
「
役
員
報
酬
・
賞
与
・
退
職
金
」

中
小
企
業
の
支
給
相
場
2
0
2
1
年
版
で
は
、
30
年
以
上

勤
め
定
年
退
職
し
た
場
合
の
退
職
金
額
は
、
最
高
額
が

2
4
0
0
万
円
、
最
低
額
は
2
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
年
数
勤
務
し
て
も
企
業
に
よ
っ
て
、
一
桁
違
う

場
合
も
あ
る
の
で
す
。

　

従
業
員
に
と
っ
て
は
、
退
職
金
が
高
額
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
嬉
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
額
が
企
業

の
体
力
に
合
っ
た
も
の
で
な
い
と
、
積
み
立
て
債
務
が
大

変
重
く
経
営
を
圧
迫
し
て
し
ま
い
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、

倒
産
し
て
し
ま
う
と
、
退
職
金
は
ナ
シ
、
ま
た
は
満
額
支

払
わ
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
買
収
さ
れ
た
場
合
は
、
買
収
す

る
企
業
に
退
職
金
制
度
が
な
け
れ
ば
買
収
後
の
退
職
金
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
買
収
前
の
企
業
で

一
度
清
算
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
買
収
す
る
企
業
に
退
職
金
制
度
が
あ
る
場
合
で

も
、
設
計
内
容
が
異
な
る
と
、
買
収
前
企
業
で
一
度
清
算

さ
れ
、
買
収
後
に
新
た
に
「
1
年
目
」
か
ら
買
収
後
の
企

業
の
制
度
に
よ
る
退
職
金
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昨
今
の
社
会
情
勢
や
退
職
金
の
額
、
退

職
金
制
度
の
傾
向
か
ら
見
る
と
、「
老
後
資
金
」
と
し
て

頼
り
す
ぎ
な
い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
特
に
住
宅
ロ
ー
ン

は
退
職
金
で
の
一
括
返
済
を
極
力
当
て
に
せ
ず
、
不
確
か

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
退
職
前
に
全
額
返
済
す
る
堅
実
な

計
画
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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eLTAX（エルタックス）ヘルプデスク（電話0570-081459（ハイシンコク））
※上記の電話番号でつながらない場合（電話03-5521-0019）
各県税事務所又は県税務課（TEL048-830-2657　FAX048-830-4737）

お問合せ先

　地方税のポータルシステム「eLTAX（エルタックス）」をご利用いただくと、窓口に出かけるこ
となくオフィスや自宅から、法人県民税・法人事業税の申告・納税ができます。
　簡単に申告書を作成することができる作成支援機能により、税務ソフトウェアとの連携も可
能です（eLTAX対応ソフトに限ります）。
　また、電子申告に引き続いて、申告データをもとに納付情報を発行して、「地方税共通納税シ
ステム」により、一度の手続で全ての地方公共団体に対して電子納税をすることができます。
　法人県民税・法人事業税に関するその他の申請書等の提出や、個人住民税の特別徴収分に
関する報告書等の提出・電子納税など、eLTAXでできる地方税の手続は広がっています。
　ますます便利になっていくシステム「eLTAX」を是非ご利用ください。利用開始手続など詳しくは、
eLTAXホームページ（https://www.eltax.lta.go.jp/）をご覧ください。

インターネットでカンタン申告・納税！県税からのおしらせ県税からのおしらせ

※平成30年度税制改正により、大法人が行う令和2年4月1日以後に開始する事業年度の法人県民税・法人事業税の申告は、eLTAXにより提出しなければなら
ないこととされました。

　また、埼玉県では、令和2年10月に発送する予定申告から、eLTAXで電子申請を行っている法人の皆様に対し、納付書・申告書等様式の事前送付を廃止して
います。送付再開を希望した法人への申告書・納付書の送付は、令和5年度（令和6年3月発送分）までとさせていただきます。
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　本年度の会費につきましては、口座振替ご利用の会員さんは
５月20日（月）振替となりますのでご通知申し上げます。
　よろしくお願い申し上げます。

※尚、口座振替による引落通知は、事前にお送りする「口座振替のお知らせ」をもって
　代えさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。

 

公益社団法人 西 川 口 法 人 会

令和６年度会費振替のお知らせ

法人会会員の皆様へ

税制改正アンケート調査にご協力をお願いします！

アンケート用紙は「税務と法人」本号に同封いたしております。
埼玉県連では、法人会すべての会員を対象に税制改正アンケート調査を実施しています。

是非アンケート調査のご回答にご協力賜りますようお願いいたします。

皆様の貴重なご意見が国の税制改正に反映されます

人
法
団
社
益
公　

　

会
人
法
口
川
西

  

会
総
時
定
回
12
第

　
　

 

せ
ら
知
お
の
催
開

日
時　

令
和
6
年
５
月
21
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
開
会
予
定

会
場　

川
口
駅
前
市
民
ホ
ー
ル
「
フ
レ
ン
デ
ィ
ア
」

第
１
部　

第
12
回
定
時
総
会

 　
　
　
　

（
午
後
２
時
（
予
定
）
〜
）

第
２
部　

講
演
会

 　
　
　
　

（
午
後
３
時
30
分
（
予
定
）
〜
）

 　
　
　
　

講　

師  

埼
玉
県
警
察
本
部
サ
イ
バ
ー
対
策
課 

　
　
　
　
　
警
部
補　

小
野　

稔
晃 

氏

 　
　
　
　

テ
ー
マ
「
中
小
企
業
の
た
め
の

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

第
３
部　

懇
親
会

 　
　
　
　

（
午
後
５
時
（
予
定
）
〜
）

【
お
願
い
】
後
日
、
郵
送
い
た
し
ま
す
ご
案
内
状
は
登
録
事
項
確
認
の
た

め
出
席
・
欠
席
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
記
入
の
う
え
、
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
尚
、
ご
都
合
で
欠
席
の
場
合
は
「
委
任
状
」
欄
へ
の
ご
記
入
も
お
願

い
致
し
ま
す
。

※

定
時
総
会
に
関
す
る
書
類
は
、
４
月
19
日
以
降
に
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。


